
ズ
ム
と
管
楽
器
の
音
色
を
響

か
せ
て
外
苑
参
道
を
進
ん

だ
。
第
二
鳥
居
か
ら
楽
器
を

納
め
静
寂
の
内
に
神
門
を
く

ぐ
り
拝
殿
前
ま
で
進
み
出
て

整
列
。
参
拝
の
の
ち
荘
厳
に

「
海
ゆ
か
ば
」
の
演
奏
を
奉

納
し
た
。

午
後
７
時
、
能
楽
堂
で
は

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）７月１０日　月曜日 第801号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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浄
瑠
璃
寺
の
国
宝
九
体
阿
弥
陀
像

は
平
安
時
代
後
期
、
阿
弥
陀
を
念
じ

る
と
極
楽
浄
土
へ
迎
え
ら
れ
る
と
い

う
浄
土
信
仰
の
広
ま
り
を
伝
え
る
も

の
。
阿
弥
陀
仏
の
「
お
迎
え
」
は
、

そ
の
人
の
生
前
の
行
い
に
よ
っ
て
上

品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
九
つ
の

ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
る
の
で
、
九
品

を
象
徴
す
る
９
体
の
阿
弥
陀
如
来
を

並
べ
、
横
長
の
堂
に
安
置
す
る
こ
と

が
流
行
っ
た
。
そ
れ
が
現
存
す
る
の

は
浄
瑠
璃
寺
だ
け
と
い
う
。

浄
土
信
仰
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
の

は
平
安
時
代
中
期
、『
往
生
要
集
』
を

著
し
た
比
叡
山
横
川
の
僧
源
信
で
、

多
く
の
経
典
や
論
書
か
ら
、
極
楽
往

生
に
関
す
る
重
要
な
文
章
を
集
め

た
。
死
後
、
極
楽
に
往
生
す
る
に

は
、
一
心
に
仏
を
想
い
念
仏
の
行
に

励
む
以
外
に
な
い
と
説
く
と
と
も

に
、
地
獄
・
極
楽
の
様
相
や
、
後
に

徳
川
家
康
が
旗
印
に
掲
げ
た
「
厭
離

穢
土
欣
求
浄
土
」
の
思
想
を
広
め
、

貴
族
を
は
じ
め
庶
民
に
も
浸
透
し
て

か
ら
統
一
国
家
へ
の
転
換
期
に
あ
っ

た
日
本
に
と
っ
て
の
幸
運
で
、
以

後
、
律
令
制
と
仏
教
に
よ
る
国
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
た
。

飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け

て
学
ば
れ
た
仏
教
が
、
古
来
か
ら
の

神
道
と
習
合
し
、
日
本
独
自
の
宗
教

と
し
て
発
展
し
た
の
は
、
最
澄
と
空

海
の
登
場
が
大
き
い
。
平
安
仏
教
は

貴
族
仏
教
と
言
わ
れ
る
が
、
現
世
利

益
の
願
い
は
階
層
に
関
係
な
く
、
も

と
も
と
平
等
意
識
の
強
い
日
本
社
会

で
、
や
が
て
庶
民
に
も
浸
透
し
て
い

っ
た
。
そ
の
際
、
中
心
に
な
っ
た
の

が
、
後
に
易
行
と
さ
れ
た
浄
土
教
で

あ
る
。

浄
土
信
仰
の
核
心
は
源
信
の
言
う

よ
う
に「
後
生
の
一
大
事
」、
人
は
死

ん
で
か
ら
ど
う
な
る
か
で
あ
る
。
そ

の
後
、
衆
生
の
救
い
を
本
願
と
す
る

阿
弥
陀
如
来
に
身
を
委
ね
る
こ
と
を

説
く
教
え
が
法
然
の
浄
土
宗
と
し
て

広
ま
る
。
念
仏
は
本
来
、
仏
を
念

じ
、
見
る
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
の
修

い
っ
た
。
鎮
護
国
家
の
教
え
と
し
て

受
容
さ
れ
た
仏
教
が
、
一
人
ひ
と
り

の
救
い
の
教
え
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

後
生
の
一
大
事

世
界
最
古
の
小
説
と
さ
れ
る
紫
式

部
の
『
源
氏
物
語
』
に
も
源
信
の
影

響
が
み
ら
れ
る
。
物
語

の
最
後
、「
宇
治
十
帖
」

に
登
場
す
る
浮
舟
は
、

源
氏
の
次
男
薫
と
今
上

帝
の
三
の
宮
・
匂
宮（
に
お
う
み
や
）

に
愛
さ
れ
、
葛
藤
か
ら
入
水
自
殺
を

図
る
。
幸
い
、
浮
舟
は
死
に
至
ら

ず
、
比
叡
山
横
川
の
僧
に
助
け
ら

れ
、
や
が
て
尼
に
な
る
が
、
こ
の
僧

の
モ
デ
ル
が
源
信
と
さ
れ
、
紫
式
部

の
浄
土
信
仰
が
う
か
が
え
る
。

古
代
の
仏
教
は
宗
教
を
超
え
た
総

合
的
な
学
問
で
、
音
楽
か
ら
絵
画
な

ど
の
芸
術
か
ら
建
築
、
土
木
技
術
ま

で
、
当
時
の
最
先
端
の
知
の
集
積
と

し
て
渡
来
し
て
き
た
。
部
族
連
合
体

行
を
要
し
た
が
、
法
然
に
よ
っ
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
だ
け
で
よ

い
と
い
う
称
名
念
仏
の
教
え
と
な
っ

た
。
弟
子
の
親
鸞
は
そ
れ
を
さ
ら
に

先
鋭
化
し
て
絶
対
他
力
を
説
き
、
当

時
、
一
般
的
だ
っ
た
現
世
利
益
の
祈

祷
や
呪
術
を
否
定
、
神
祇
不
拝
を
主

張
し
た
。
源
信
が
ま
と
め
た
「
臨
終

行
儀
」
も
自
力
だ
と
拒
否
し
た
と
い

う
。も

っ
と
も
、
小
山
聡
子
・
二
松
学

舎
大
学
教
授
の
『
浄
土
真
宗
と
は
何

か
 』（
中
公
新
書
）
に
よ
る
と
、
親

鸞
の
教
え
は
他
力
と
自
力
の
間
で
揺

れ
が
あ
り
、
妻
や
弟
子
た
ち
に
は
当

時
の
風
俗
に
な
ら
う
傾
向
が
あ
っ
た

と
い
う
。

浄
土
真
宗
が
日
本
思
想
史
で
さ
ら

に
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
明

治
の
近
代
化
に
お
い
て
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
て
近
代
的
個
人

主
義
を
発
達
さ
せ
た
西
洋
文
明
に
対

抗
で
き
る
の
は
、
一
神
教
に
似
た
阿

弥
陀
一
仏
信
仰
の
真
宗
だ
と
し
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
浸
透
を
防
ぎ
つ
つ
、

近
代
的
自
我
の
形
成
に
役
立
つ
教
え

と
し
て
知
識
層
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
。
そ
の
象
徴
の
一
つ
が
倉
田
百
三

の
『
出
家
と
そ
の
弟
子
』
で
、
人
間

親
鸞
を
手
が
か
り
に
自
身
の
生
き
方

を
考
え
る
「
教
養
人
」
を
多
く
生
み

出
し
た
。

そ
し
て
現
代
、
福
祉
が
政
治
の
基

本
課
題
と
な
り
、
歴
史
的
に
宗
教
が

担
っ
て
き
た
分
野
の
多
く
が
、
宗
教

の
外
に
出
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
科

学
技
術
が
い
く
ら
発
達
し
て
も
、
人

が
や
が
て
死
ぬ
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。死

を
思
い
生
を
深
め
る

俗
に
釈
迦
か
ら
一
番
遠
い
仏
教
が

浄
土
真
宗
と
言
わ
れ
る
が
、
い
わ
ゆ

る
二
種
回
向
の
教
え
は
釈
迦
に
近
い

の
で
は
な
い
か
。
人
は
亡
く
な
る
と

浄
土
に
往
っ
て
阿
弥
陀
如
来
に
救
わ

れ
、
そ
の
後
、
現
世
に
還
っ
て
、
縁

あ
る
人
た
ち
を
仏
に
導
く
と
い
う
往

相
回
向
と
還
相
回
向
で
あ
る
。

弟
子
に
死
後
の
こ
と
に
つ
い
て
聞

か
れ
た
釈
迦
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と

を
考
え
る
よ
り
、
今
ど
う
生
き
る
か

を
考
え
る
よ
う
諭
し
た
。
ま
た
、
釈

迦
の
死
後
、
ど
う
生
き
た
ら
い
い
か

聞
く
弟
子
に
、「
自
燈
明
法
燈
明
」

と
、
自
分
自
身
と
宇
宙
の
真
理
を
灯

り
に
す
れ
ば
い
い
と
語
っ
た
。

こ
れ
を
現
代
風
に
考
え
る
と
、
死

後
の
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
に
任
せ
、
い

わ
ば
棚
上
げ
し
て
、
現
世
で
人
々
の

た
め
に
全
力
を
尽
く
せ
と
な
る
。
生

物
学
的
に
は
、
死
は
進
化
の
た
め

で
、
命
は
子
孫
に
継
が
れ
て
い
く
と

い
う
。
そ
の
知
見
は
、
柳
田
國
男
が

『
先
祖
の
話
』
で
言
う
、
死
者
は
子

孫
の
近
く
に
い
て
見
守
っ
て
い
る
と

い
う
日
本
人
の
死
後
観
と
矛
盾
し
な

い
。「祈

り
」
は
相
対
的
な
人
間
が
絶

対
的
な
存
在
へ
の
語
り
か
け
で
あ

り
、「
救
い
」
と
は
有
限
な
人
間
が
無

限
の
宇
宙
と
つ
な
が
る
感
覚
で
は
な

い
か
。
逃
れ
ら
れ
な
い
死
を
思
う
こ

と
は
、
そ
の
き
っ
か
け
で
あ
り
、
生

の
深
ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
は
今
も

昔
も
変
わ
ら
な
い
。

現
代
人
の「
祈
り
」
と「
救
い
」

琉
球
舞
踊
、
浪
曲
、
古
武

道
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
等
各
種

の
芸
能
が
連
日
次
々
に
奉
納

さ
れ
た
。
15
日
午
後
７
時
か

ら
は
「
つ
の
だ
☆
ひ
ろ
奉
納

特
別
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

行
わ
れ
た
。
15
日
夕
に
は
第

一
鳥
居
か
ら
拝
殿
前
ま
で
大

本
山
増
上
寺
熊
野
み
こ
し
講

の
神
輿
曳
き
回
し
、
16
日
夕

に
は
、
近
隣
の
子
供
た
ち
に

よ
る
こ
ど
も
み
こ
し
、
麹
町

社

説

靖
國
講
・
大
妻
女
子
大
学
の

神
輿
曳
き
回
し
が
行
わ
れ
た
。

境
内
に
は
、
各
界
著
名
人

に
よ
る
約
３
０
０
点
の
懸
ぼ

ん
ぼ
り
と
、
著
名
俳
人
の
献

句
、
全
国
か
ら
の
２
０
０
０

の
献
句
か
ら
選
ば
れ
た
預
選

句
１
５
０
句
の
献
句
ぼ
ん
ぼ

り
が
掲
げ
ら
れ
た
。
神
門
に

は
、
宮
城
懸
護
國
神
社
奉
納

の
仙
台
七
夕
が
彩
を
添
え
、

遊
就
館
本
館
玄
関
に
は
青
森

ね
ぶ
た
飾
、
弘
前
ね
ぷ
た
飾

り
、
秋
田
湯
沢
絵
灯
篭
、
広

島
宮
島
管
絃
船
な
ど
全
国
よ

り
奉
納
さ
れ
た
有
名
燈
籠
が

展
示
さ
れ
た
。

遊
就
館
で
は
、
昨
年
の
前

魔
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線

自
殺
霊
の
撮
影
で
判
明
し
た
こ
と
─

十
年
の
歳
月
を
か
け
、つ
い
に
自
殺
者
の
霊
の
撮
影
に
成
功
。

霊
能
者
が
書
い
た
自
殺
防
止
の
書
。
死
ん
で
も
痛
み
は
残
る
も
の
、

自
殺
者
の
言
い
分
〝
こ
ん
な
筈
で
は
〞
自
殺
を
し
た
状
態
で
霊
は
さ
ま
よ
う
、

硫
化
水
素
自
殺
、
政
治
家
と
自
殺
、
自
殺
の
多
い
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
謎
を
解
く
！

アシレス出版部発行
お近くの書店にない場合は下記へ 送料210円
〒229-0002 相模原市渕野辺本町2-17-14
TEL042（751）2558   FAX042（754）1818　

た ま 出 版

四
六
判
１
５
８
頁

定
価
１
、３
６
５
円（
税
込
）

齋
藤
齋
霊
著

www.tamabook.com

お問合せ先／扶桑社　販売企画部
〒105-8070　東京都港区海岸1-15-1

TEL03-5403-8859
購入申込み　FAX:03-3578-3075

●定価1000円（税込み）
●四六並製　232ページ
●発行・産経新聞社／発売・扶桑社

日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

批評社
〒113-0033 東京都文京区本郷1-28-36

鳳明ビル102A
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０
円
＋
税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。

香
川
県
善
通
寺
市
に
あ
る

真
言
宗
善
通
寺
は
総
本
山
善

通
寺
の
御
影
堂
で
７
月
１
日

か
ら
16
日
に
か
け
て
、
釈
迦

の
遺
徳
を
偲
び
、
寺
内
外
の

平
安
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
法

会「
舎
利
講
」
が
営
ま
れ
た
。

例
年
は
１
か
月
に
わ
た
り
行

わ
れ
る
が
、
今
年
は
弘
法
大

株式会社 如月出版 販売部
〒152-0023 東京都目黒区八雲2-24-15

ラ リュミエール１F
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私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

外
苑
参
道
の
両
側
に
は
約

１
万
の
大
型
献
灯
が
並
ぶ
。

夕
刻
に
な
る
と
一
斉
に
灯
が

灯
り
、
東
京
都
心
の
夜
空
を

黄
金
色
に
染
め
た
。
遺
族
、

戦
友
、
崇
敬
者
、
宗
教
団
体

な
ど
か
ら
奉
納
さ
れ
た
献
灯

の
一
つ
一
つ
に
奉
納
者
の
名

前
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
内

苑
に
は
全
国
か
ら
奉
納
さ
れ

た
約
２
万
の
小
型
献
灯
が
掲

げ
ら
れ
、
境
内
は
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。

期
間
中
毎
日
午
後
５
時
か

ら
本
殿
で
祭
儀
が
斎
行
さ
れ

た
。
午
後
８
時
半
ま
で
は
随

時
正
式
参
拝
が
な
さ
れ
、
夜

間
は
本
殿
に
最
も
近
い
神
域

の
中
庭
参
拝
が
ゆ
る
さ
れ

た
。13

日
夕
刻
、
白
い
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
の
千
修
吹
奏
楽
団
は

第
一
鳥
居
か
ら
ド
ラ
ム
の
リ

日
本
歌
手
協
会
有
志
に
よ
る

「
奉
納
歌
謡
公
演
」。「
誰
か
故

郷
を
想
わ
ざ
る
」
で
始
ま

り
、
懐
か
し
き
歌
の
数
々
が

英
霊
に
届
け
ら
れ
た
。
午
後

８
時
半
か
ら
は
、
拝
殿
横
で

崇
教
真
光
青
年
隊
が
五
色
太

鼓
を
奉
納
。
夕
闇
が
拝
殿
を

包
む
中
、
勇
壮
な
鼓
動
が
響

き
渡
っ
た
。

そ
の
他
、
日
本
舞
踊
、
浪

曲
、
民
謡
、
漫
談
、
雅
楽
、

香川県善通寺市

アートヴィレッジ
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日
本
宗
教
の
闇

拉
致
監
禁
に
よ
る
強
制
棄
教
と
の
戦
い

室
生
忠
著
四
六
判
・
５
２
０
頁

定
価
：
本
体
２
、０
０
０
円
＋
税

信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
今
の
日
本
で
、
強
制
棄
教
を
目
的
に
拉
致
監
禁
が
行

わ
れ
て
い
る
。
職
業
的
強
制
改
宗
屋
が
家
族
を
巻
き
込
み
、
信
者
を
拉
致
し
、
部

屋
に
監
禁
し
て
、
脅
迫
的
説
得
に
よ
り
棄
教
を
迫
る
。
特
に
世
界
平
和
統
一
家
庭

連
合
（
統
一
教
会
）
や
エ
ホ
バ
の
証
人
の
信
者
に
被
害
者
が
多
く
、
中
に
は
12
年

以
上
の
監
禁
さ
れ
た
人
も
い
る
。
驚
く
べ
き
宗
教
迫
害
の
リ
ポ
ー
ト
。

期
展
示
に
続
く
特
別
展
「
海

鳴
り
の
か
な
た
〜
波
間
よ
り

現
れ
る
戦
中
の
記
憶
〜
」（
後

期
展
示
）
が
開
催
中
。
大
海

原
で
最
期
を
遂
げ
た
英
霊
の

愛
用
品
や
手
記
、
沈
没
し
た

戦
艦
や
輸
送
船
の
い
ま
を
伝

え
る
写
真
や
映
像
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。

弘
法
大
師
聖
句
集
成

本
書
は
大
師
の
言
葉
が
読
者
の
心
に
直
接
届
く
よ
う

工
夫
さ
れ
、
掲
示
伝
道
や
寺
報
の
種
子
に
最
適
。

〒113-0033 東京都文京区本郷5-28-5
TEL：03-3811-5361 FAX：03-3815-5554

山喜房佛書林
福
田
亮
成
編
　
Ｂ
六
判
　
二
九
〇
頁
　
本
体
五
、八
〇
〇
円

補
陀
洛
信
仰
の
研
究

チ
ベ
ッ
ト
・
ア
ジ
ア
各
地
の
補
陀
洛
信
仰
と

そ
の
伝
播
ル
ー
ト
等
の
集
大
成

神
野
富
一
著
　
Ａ
五
判
　
五
八
〇
頁
　
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

「（
主
は
言
わ
れ

る
。）
雨
も
雪
も
、

ひ
と
た
び
天
か
ら

降
れ
ば
／
む
な
し
く
天
に
戻
る
こ
と
は

な
い
。
／
そ
れ
は
大
地
を
潤
し
、
芽
を

出
さ
せ
、
生
い
茂
ら
せ
／
種
蒔
く
人
に

は
種
を
与
え
／
食
べ
る
人
に
は
糧
を
与

え
る
。
／
そ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
の
口

か
ら
出
る
わ
た
し
の
言
葉
も
／
む
な
し

く
は
、
わ
た
し
の
も
と
に
戻
ら
な

い
。
／
そ
れ
は
わ
た
し
の
望
む
こ
と
を

成
し
遂
げ
／
わ
た
し
が
与
え
た
使
命
を

必
ず
果
た
す
。」（
イ
ザ
ヤ
55
：
10
│
11
）

聖
書
を
は
じ
め
宗
教
の
諸
経
典
は
、

人
類
の
宝
で
あ
り
、
行
く
手
を
照
ら
す

灯
と
し
て
、
苦
海
を
渡
る
人
生
の
導
き

手
と
な
っ
て
き
た
。「
み
こ
と
ば
」
は
時

に「
種
」
に
た
と
え
ら
れ
る
。
生
命
の
活

力
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
そ
こ
に
詰
ま

っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
よ
き
地
に
ま

か
れ
た
種
は
、
や
が
て
芽
を
出
し
、
枝

葉
を
広
げ
、
花
を
咲
か
せ
実
を
結
ぶ
。

人
の
心
に
ま
か
れ
た
経
典
の
こ
と
ば
は
、

な
え
た
心
を
励
ま
し
、
疲
れ
た
心
を
慰

め
、
生
き
る
力
を
与
え
る
。
時
に
良
心

の
声
と
し
て
そ
の
人
を
善
き
行
い
へ
と

導
く
。
神
仏
の
こ
と
ば
に
従
っ
て
生
き

る
者
は
、
そ
の
こ
と
ば
が
彼
の
人
格
を

現
わ
す
も
の
と
な
る
。
神
仏
の
こ
と
ば

を
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２

e-m
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

輝
く
よ
う
な
人
が
現
れ
「
修

行
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
か
け
ら
れ
た
。
そ
れ

が
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
だ

っ
た
。
紀
子
妃
と
共
に
歴
代

天
皇
が
眠
る
同
寺
を
訪
れ
て

い
て
、
真
宥
さ
ん
は
警
護
員

に
取
り
押
さ
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
を
ご
縁
と
思
っ
た
真

宥
さ
ん
は
仏
教
の
世
界
に
進

む
こ
と
を
決
意
し
、
消
防
庁

を
退
職
し
た
。
去
年
暮
、
善

通
寺
で
伝
法
灌
頂
を
受
け
た

真
宥
さ
ん
は
、
勧
め
ら
れ
る

ま
ま
同
寺
に
就
職
し
た
と
い

う
。「
ご
縁
は
周
り
に
散
ら
ば

っ
て
い
て
、
求
め
れ
ば
得
ら

れ
ま
す
」
と
話
を
結
ん
だ
。

善
通
寺
は
、
唐
か
ら
帰
国

し
た
空
海
が
、
父
の
寄
進
し

た
土
地
に
師
の
恵
果
が
住
ん

で
い
た
長
安
・
青
龍
寺
を
模

し
て
建
立
し
た
と
伝
わ
る
。

弘
仁
４
年
（
８
１
３
）
に
落

慶
し
、
父
の
諱
・
善
通
（
よ

し
み
ち
）
か
ら
善
通
寺
と
号

し
た
。
正
式
に
は
屏
風
浦
五

岳
山
誕
生
院
善
通
寺
で
、
山

号
の
「
五
岳
山
」
は
寺
の
西

に
そ
び
え
る
香
色
山
・
筆

山
・
我
拝
師
山
・
中
山
・
火

上
山
の
五
岳
に
由
来
し
、

山
々
が
屏
風
の
よ
う
に
連
な

る
こ
と
か
ら
、
当
地
は
か
つ

て
屏
風
浦
と
も
称
さ
れ
て
い

た
。

師
生
誕
１
２
５
０
年
記
念
事

業
開
催
の
た
め
期
間
が
変
更

さ
れ
た
。

14
日
の
午
前
９
時
、
導
師

と
僧
た
ち
が
入
場
し
、
法
要

が
始
ま
っ
た
。
御
影
堂
に
は

近
所
の
人
た
ち
や
お
遍
路
さ

ん
が
集
ま
っ
て
い
る
。
法
会

で
は
、
読
経
に
続
い
て
、
釈

迦
を
た
た
え
る
和
讃
を
一
同

で
唱
え
、
最
後
に
舎
利
拝
戴

が
あ
っ
た
。

舎
利
は
仏
教
の
開
祖
、
釈

迦
の
遺
骨
の
こ
と
で
、
仏
法

を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
尊

ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
釈
迦
が
在
世
の
頃
、

雨
季
に
弟
子
た
ち
を
集
め
て

説
法
や
修
行
を
し
た
「
夏
安

居
」（
げ
あ
ん
ご
）
に
ち
な

総
本
山
善
通
寺
で
舎
利
講

み
、
寺
内
の
僧
侶
が
日
替
り

で
説
法
し
、
日
ご
ろ
の
研
鑽

を
披
露
す
る
。

こ
の
日
、
説
法
し
た
の
は

４
月
に
善
通
寺
に
勤
め
始
め

た
ば
か
り
の
28
歳
の
柿
本
真

宥
さ
ん
。
大
阪
の
在
家
に
生

ま
れ
、
自
衛
隊
を
退
職
し
た

父
が
仏
教
系
大
学
に
再
就
職

し
た
の
を
機
に
得
度
し
、
奈

良
県
の
信
貴
山
朝
護
孫
子
寺

の
僧
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

父
に
連
れ
ら
れ
よ
く
同
寺
に

通
う
よ
う
に
な
る
。
大
学
卒

業
後
、
消
防
庁
に
就
職
し
、

１
１
９
番
の
電
話
応
対
の
仕

事
に
疲
れ
果
て
た
時
、
信
貴

山
で
聞
い
た
話
に
救
わ
れ
、

知
人
の
紹
介
で
京
都
の
泉
涌

寺
で
修
行
を
始
め
た
。

午
前
の
修
行
を
終
え
、
午

後
の
修
行
に
向
か
う
途
中
、

数
人
の
人
に
取
り
押
さ
え
ら

れ
、
問
い
詰
め
ら
れ
た
が
、

修
行
中
、
口
を
き
い
て
は
い

け
な
い
の
で
話
せ
な
い
。
そ

れ
に
気
づ
い
た
人
が
と
り
な

し
て
く
れ
た
時
、
目
の
前
に

靖
國
神
社（
山
口
建
史
宮
司
、
東
京
・
九
段
）
の
光
の
祭
典
、
第
76
回「
み
た
ま
ま
つ
り
」
が
７
月
13
日
か
ら
16
日
ま

で
の
４
日
間
開
催
さ
れ
た
。
み
た
ま
ま
つ
り
は
、
境
内
に
数
多
く
の
献
灯
（
み
あ
か
し
）
を
掲
げ
、
戦
没
者
の
み
た
ま

を
慰
め
る
夏
祭
り
。
昭
和
21
年
の
お
盆
に
長
野
県
遺
族
会
が
境
内
で
盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
翌

22
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

釈
迦
の
遺
徳
偲
び
、平
安
祈
る

献灯が並ぶ参道＝7月13日、靖国神社

酒
米
の
田
植

え
を
し
て
か
ら

ひ
と
月
後
、
２

枚
の
田
ん
ぼ
に

コ
ナ
ギ
が
茂
っ

て
い
る
と
の
知

ら
せ
が
あ
っ
た
。
コ
ナ
ギ

は
ミ
ズ
ア
オ
イ
に
似
た
水

生
植
物
で
、
最
初
は
サ
サ

の
よ
う
な
葉
が
、
次
第
に

丸
く
な
り
、
ホ
テ
イ
ア
オ

イ
の
よ
う
な
青
い
花
を
咲

か
せ
る
。
肥
料
の
吸
収
力

が
強
く
、
苗
の
成
長
を
妨

げ
る
の
で
早
く
駆
除
し
な

い
と
い
け
な
い
▼
種
で
増

え
る
の
で
、
田
ん
ぼ
に
種

が
落
ち
て
い
た
の
だ
ろ
う

が
、
発
生
す
る
田
と
し
な

い
田
と
が
あ
り
、
そ
の
違

い
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

観
察
を
怠
ら
ず
、
適
切
な

時
期
に
適
切
に
対
処
す
る

し
か
な
い
▼
天
地
子
が
両

親
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て

い
た
こ
ろ
、
一
番
苦
労
だ

な
と
思
っ
た
の
は
雑
草
取

り
。
暑
い
時
期
に
、
と
げ

の
つ
い
た
農
具
で
田
ん
ぼ

を
往
復
し
、
根
こ
そ
ぎ
取

っ
て
い
た
。
近
年
は
、
田

植
え
の
後
に
水
を
張
り
、

除
草
剤
を
散
布
す
れ
ば
、

雑
草
の
発
生
を
抑
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
楽

に
な
っ
た
の
だ
が
、
雑
草

も
し
た
た
か
に
生
き
延
び

て
い
る
▼
さ
ら
に
問
題
な

の
は
、
俗
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ

ニ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
ス

ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
の
発

生
。
南
米
原
産
で
、
食
用

に
台
湾
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
の
が
野
生
化
し
、
幼
生

が
苗
を
食
べ
る
食
害
が
広

が
っ
て
い
る
。
気
が
付
く

と
、
一
つ
の
田
ん
ぼ
は
３

分
の
１
ほ
ど
の
苗
が
消
え

て
い
て
、
大
小
の
タ
ニ
シ

が
無
数
に
繁
殖
し
て
い
た
。

普
及
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
と
、
も
う
手
遅
れ
な
の

で
、
収
穫
後
、
消
石
灰
を

ま
い
て
駆
除
す
る
こ
と
に

し
た
。
そ
の
影
響
が
残
る

の
で
、
裏
作
の
小
麦
が
ま

け
な
い
田
が
数
枚
出
る
だ

ろ
う
▼
牧
草
か
ら
広
が
っ

た
イ
タ
リ
ア
ン
な
ど
外
来

種
の
雑
草
も
あ
り
、
こ
れ

も
国
際
化
の
負
の
側
面
の

一
つ
。
ま
さ
に
縁
は
世
界

に
つ
な
が
っ
て
い
て
、
そ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
無
限
を

感
じ
た
り
も
す
る
。

千修吹奏楽団のブラスバンドパレード
＝靖国神社参道

善
通
寺
御
影
堂
で
の
舎
利
講
の
法
会

都
心
を
黄
金
に
染
め
る
光
の
祭
典

靖
国
神
社
で「
み
た
ま
ま
つ
り
」

弘
法
大
師
生
誕
１
２
５
０
年
の
旗
が
立
つ
善
通
寺
五
重
塔


